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学位論文内容の要旨
緒言
現在,セラミック修復や間接法によるコンポジットレジン修彼などの審美性修復の沖及
に伴い,接着性 レジンセメン トの任用抑度が増加 している.近咋,歯in'に対する前処理を
必要としないセルフア ドヒ-シプレジンセメン トが開確,市販されるようになったが,抑
処理を行 う従来のレジンセメントと比較 し接.･'1T･性の低下が.7私められることも報告されてい
る.そこで本研究ではセルフア ドヒ-シプレジンセメン トの歯質接着性を高めるためアパ
タイ トに対す る触れた化学的IrR軒稚お よび機 督安rjLi'性があることが知 られている
10･meth且Cryloyloxydecyldihydrogenphosphate(MDP)配合に対する検討を行 うととも
に,肋触抑制機能を付加するため,フッ化ナ トリウムも同時に配合することを計画し,MDP
とフッ化ナ トリウムを配分 したレジンセメン トを作製 した.そして MDPおよびフッ化ナ
トリウムの配合とそのGt･変化が.試作レジンセメン トの接着強さ,フッ素徐放性,機械的性
質に及ぼす彬轡について検討することを目的とした.
材料および方法
拭イ1･:レジンセメン トはAペ一一ス トにMl)P,Bペース トにフッ化ナ トリウムを配合し,2
ペース トタイプ とし,笥r地採lkL糾佃Iして使用するように作埋生した.MDP配合量は
3.3wt%,6.6wt%,9.9wt%U)rr3紺帆 フッ化ナ トリウム配合塵はOwt%,5wt%,10wttMJ,
16wt■y1, 20wt%の各 5段階に変化させ.汁 1.Rj種のセメン トを作供 した.MDP化合丑が
3.3wt%のものを Ml肺,6.6wt.%のものを M2押,9.9wt%のもU)を M3抑とし,フッ化
ナ トリウム配分IltをOwt%のも0)をLD押,r)wf.t舛.のものをfl群,10wt-M)ものをf?_群,
15wt%のものをn肝,20wt%のものをf4岬とした.
梯rl'.･J'虫さについては微小引張.紙粉を･行い,A=:tl':価した.健全ヒト抜去小臼歯象牙質平坦両に
対し紙作セメン トにてエステニアブロック (ThteniaC&B,クラレノリタケデンタル,東
京)を接-1'Jt･後 24P.'J-;h'(.J水中侵渡した.その後怯式■7.界面が 1mm2となるよう矧r"･状切片を作
■ 製し微小引rlJi･棲.I･1t-'J･雌さの測定,破断面形態観察を行った (n=10).
フッ-.T+.:徐放他についてはフッ;J.I:･熔掲出の･htlJ定を行い検,i'寸した. .拭作セメン トにて直径
15mm.厚さ0.5mmの円板状.;Lljt料を作fit'lLフッ;,).i,イオン'J-･u極掛 こてフッ新柄出lTi･を脚 ･!i的
に洲定した (n=5).
機械的性rrの評仙 こは3点曲げ試験,地水および溶他紙験を行った.3点仙 プ試験はJt作
セメン トに よ り 2×2×25mm の洲定用拭料 を作製 し,万能試験機 (AGS･10KNl)
sHIMADZU)を用いて行った (n=7).吸水拭験および酪帆拭験はISO矧.格4049に準
じて行い,直径 15mm,厚さ1mmの試料体を30日TIHJ水中挺漬 し吸水量,溶解量の測定を
行った (n=5).
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結果
微小引張試験ではM2群およびM3群のほとんどのセメントがMl群と比較して有意に
高い棲yJ.'･強さを示し,M2f4を除きM2群とM3.nlfで接膚強さに有意な差は認めなかった.
Mlf4とM2f4の棲ノrI-'.･J'!iは はそれぞれ Ml仰,M21日Fの他のセメントと比･l唆すると低い値
を示し,M3f4は他の M3群のセメン トと同t:'IU.1･-の1'hJrt'･]かさを示した.破断面形嘘分析で
全てのセメントにおいて地も多く;7.LJ.められた破｣恥じ■斥式はH."L合I'A'懐であった.M17tfおよび
M3群ではフッ化ナ トリウム配合ilri･のJmJ)flにl'.･いセメン.ト触(.ri･l破雌が土円加する帆■′･lを示し
た.M2JT判こおいてはf2および f4においてセメント朔(,ri･破席が,fBにおいてセメント-
懲牙fJnJ'日での界面似如 .:抑内で瓜も･l/i,く認められた.
フッ制 聾出量の洲定ではいずれの M7)P配合rJ=kの場合にも 和 郎はフッ素の溶出を認め
ず,fl肝から f4Try.:まではフッ化ナ トリウム配合ilt(のj･'.Yl加に伴いフッ素溶lLutrとの増加を認
めた.1日当たりのフッ郭溶L日量は水中t:1･ti'L･E･)仰の 14日以内に多く,その酎ま溶出鹿の
低下を.捻めたが 14日以降も軌二日は継,l't)'lL,tTi･LI.li8･1･日日においてもフッ,I/(三の溶出むはめ
た.
3点曲げ祁験では Ml群,M2畔,M3仰のいずれ もフッ化ナ トリウム配合
量の増ノ)Jと伴に 3点曲げ強 さの減少を.恐めた.一方 MDP配合頂の変化による
3 点曲げ強 さ-の影轡はrJ).]らかではなかった.
吸水試飲においてはフッ化ナ トリウム配合肌の増ノJnと仲に Ml秤,M2仰,M3群いず
れも増加する傾向を示した.また MDP配合丑の密化に肴目した場合,いずれのフッ化ナ
トリウム配合比の場合も MDP配合敬の増加と俳にl吸水量が周ノJlけ る傾向を示した.熔解
試験も吸水拭験と同様に全体的にフッ化ナ トリウム配合偲および MDP配合出の増加と伴
に溶解度が卿加する仰向を示した.
考塊
状作セメン トにおける MDP 配合比の増加は微小引張試験の結果 よ り按rl'.蘇
さの向上-働いた.しか し6.6wt%以上の MDP配合量の増加 は接 S'･強 さの向上
に関与 しなかった.一方フッ素溶出iJr;測定の結果よ り試 作セメン トにおけるフッ
化ナ トリウム配合量の相加はフッ素徐放性に有効であった.しかし3点曲げ試験ではフッ
化ナ トリウムa)配合量の増加と伴に3点1JlQヂ強さは低下したことからフッ化ナ トリウムの
配合は磯城J'.]此度低下の原因となるものと思われる.本尖版 においてM3f4は3点仙げ此
さの低下を.払めたが接見/;･雌さは他の M3肺のセメントとIl司等のは将地さを示した.これは
M3畔においてはレジンセメント中にカルシウムに対して未反応の,1て剰な MDPが存在す
ると考えられ,これがカルシウムに対する折合におけるフッ窮との競合作用に甘利に作用
し,楼膚強さの低下を防いだものと考えられる.ただし MDPの士即JlはI.1A水丑,似PW･Lとの
増加にも働いたことから今後は長期水中根津など経岬的な糾'.Fを加えた場合の影響',･に関し
ても検討していく必要があると考えられる.
灯油
本研究では MDPおよびフッ化ナ トリウムを配合した'.諾jt作レジンセメン トを作製し,
MDP配合量の増加は象牙質接着強さの向上に霜与しフッ化ナ トリウム配合-lJIt:の増加はフ
ッ衣桁出･柾の増加に寄与することを明らかにした.しかしMt)P配合量の珊 Jlは吸水量及
び溶P,'lIlJtを増加させフッ化ナ トリウム配合FrのJn加は 3点曲げ強さを低下さIu-た･今後さ
らに披1-･'.,･,'Gさの向上およびフッ素徐放碓付加と機械的強度の低下のバランスを考慮 し,長
期的な影響を検討していくことにより,歯HL･'[一接着性を向上しう蝕jl凧ilJ効爪をあわせもつセ
ルフア ドヒ-シブセメントに発展することが出来る可能性が示唆された.
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学位論文審査結果の要旨
近年,歯面に対する前処理を必要としないセルフア ドヒ-シブ レジンセメン トが開発,
市販 されるようになった.セルフア ドヒ-シプレジンセメン トは臨床手技の簡略化やチェ
ア-タイムの短縮等の利点がある一方,前処理を行 う従来のレジンセメン トと比較 し接着
性の低下が懸念 されている.一方,レジンセメン トに舶蝕抑制機能を付与 し二次触蝕抑制
を図ることは修復物および補綴物の良好な長期予後につながる.本研究では,セルフア ド
ヒ-シプレジンセメン トの歯質接着性を高めるためMDP配合による影響を理解するとと
もに,嚇蝕抑制機能を付加するためフッ化ナ トリウムを同時に配合 したレジンセメン トを
作搬 し,その配合量71i;化が試作 レジンセメン トの物性に及ぼす影響について検討した.
本研究ではMDP配合量を3.3･9.9wt%の各3段階,フッ化ナ トリウム配合量を0-20wt%の
各5段階に変化させた計15種のセルフア ドヒ-シプレジンセメン トを作製 した.健全 ヒ ト
抜去小臼歯とェステニアブロックを試作セメン トにて接着 し,微小引張試験および破断面
観察にて接着強さの評価を行った.また経時的なフッ素溶出量の測定によるフッ素徐放性
の評価 と,3点曲げ試験, 噴水試験,および溶解試験にて物性に与える形響を評価した.
その結果,以下の点が明らかとなった.
1.MDP配合量の増加は象牙節接着強さの向上に寄与した.しかし6.6wt%以上の配合丑増加は接
着強さの向上に寄与せず,象牙質接着におけるMDP配合量には最適量があることが示された.
2.フッ化ナ トリウム配合量の増加は,フッ素徐放性の向上に寄与した.1日当たりのフッ素溶出
量は水中浸津初期に多く,その後は低下するものの84日目においてもフッ素溶出を認め持続性
があることが示された.
3.フッ化ナ トリウム配合量の増加により3点曲げ強さは低下した.一方,MDP配合量の増加に
よる3点曲げ強さ-の形響は認められなかった.
4.フッ化ナ トリウムおよびMDP配合量の増加による吸水量および溶解量の増加が示された.
これらの結果は今後のセルフア ドヒ-シプレジンセメントの性能向上に向けた材料デザインに
寄与するのみならず,臨床歯学の発展に貢献するものと考えられる.したがって,本申請論文は
博士 (歯学)の学位授与に値する論文と判断 した.
